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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、市街地の更新が徐々に進んでいき、今後も防災などの観点からその取り組みが進んでい
くと想定される木造住宅密集市街地を対象に、更新の前後におけるコミュニティの変化に着目してそ
の状況をつぶさに調査し、その結果から有用な知見を導出したものである。本研究で掲げる、「多重
構造型コミュニティ」という新しい概念を論じるにあたり、先行研究の知見と対照的な事例の調査結
果から成立可能性を論じており、新規性と実証性が認められる。木造密集市街地は一般に防災をはじ
め多くの問題を抱えているためさまざまな切り口で分析が可能であるが、コミュニティの形成・再形
成という今日的なテーマを選択し有用な結論を導出しようとしている点も評価できる。 
研究手法としては、異なる特徴的な２つのタイプの密集市街地を選択し、それぞれのケースで多様
な構成員に対するアンケートとヒヤリングを実施して調査結果を対比するという、オーソドックスで
はあるが手堅い論理展開となっている。序章から終章までの論旨の流れに無理がなく、内容もシンプ
ルでわかりやすい。アンケートやヒヤリングから得られた構成員の具体的な状況や意向は、図表とし
て丁寧かつ分析的に整理され、有用な知見を導き出すための貴重な情報となっている。 
本研究のなかでは、特に中崎地区のコミュニティ形成に関する分析に多くの紙幅が費やされている。
従来の新旧住民問題に、店舗経営者という非居住者（「よそ者」）が関わることにより、「多重構造型
コミュニティ」という新しい関係の構築の可能性が見いだせると結論付けている。このような知見は、
中崎地区のような特殊なエリアにのみ通用するともいえるが、「よそ者」を「外部とのつながり」と
みなすことで、どのような地区においてもその可能性を検討することができる。特に人口減少が長期
的に不可避となり、かつ都心回帰現象が顕著になるなかで、今後、都市部におけるコミュニティ形成
の可能性を検討するうえで、有益な示唆を与えるものと考えられる。 
 
 
